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課題 名

試験研

究年 次

Ｉ目的

3９麦類奨励品種決定調査

平成３年産小麦品質の長雨による品質低下
の実態

３年（完了）

分 類 ③

３年産小麦は登!熟初期の倒伏と登熟中期～後期の長雨により、形質不良や
発芽粒等が多く発生し、品質は極めて劣った。そこで、品種、産地等につい
て品質低下の実態を明らかにし、小麦品種選定の資とする。

Ⅱ試験 方 法

１降水量農総試及びアメダスの観測値。ｙ入の観測１１１１目困

２供試品;種農林６１号、シロガネコムギ、ニシガゼゴ』､ギ、丙海１７１号
の４品種・系統。の４品種・系統

３栽培法各地の標準的栽培法による。
４鰯雲鷺７調否４被害粒調査方法粒厚２ｍｍ以上の精麦について１区約８９，２反復。け

被害粒は硬質粒、発芽粒を分類し、退色/粒、クサレ粒、未熟
粒はその他とした。

５検査等級福岡食糧事務所による。

Ⅲ 主要成果の概要

１本年の気象の特徴と地域別降水量

５月の降雨日数は過去最高の被害を生じた３８年の２４日につぐ１８日
と多かった。６月４日から９日まで降雨はなかったが、特に６月１０日に多
かった叡地域別降水量をみると、宗像地域で５月下旬～６月上旬、飯塚地
域では６月１半旬が他の地域よりも少なかった。

２品種間差と主要品種の産地別品質
被害粒の種類は品種により差がみられた。西海171号は、本年のような

長雨条件下でも比較的品質は良く、品種選定の重要性が示唆された。
奨励品種決定調査７カ所の中では明かな地域間差がみられ、鞍書手町鉱害

試験地は品質が最も優れ、ついで行橋市豊前分場が優れた。一方、大木町
筑後分場、久留米市、田主丸町では品質が不良であった。

３地域別の検査等級

検査等級は大半が規格外であった中で、宗像、飯塚地域では２等比率が
高く、特に、宗像では８０％と高かった。また、この両地域では各品種とも
１，２等級比率は高かった。これは奨励品種決定調査の地域間差とほぼ一
致した◎

以上のように、本年における小麦品質の低下は５月中旬～６月上旬の長
雨が大きく関与しており、県内でもこの間の降水量が．比較的少なかった宗
像、飯塚地域での品質低下程度が小さかった。
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V ，成果の評価と取扱上の留意点

水田裏作小麦の良質品種選定の資料とする。
Ⅵ今後の研究上の問題点

地域別栽培管理の実態把握
Ⅶ資料名

２年度福岡県農業総合試験場麦類奨励品種決定調査成績


